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２００７年度大学院文学研究科修士論文・
文学部卒業論文題目
文学研究科修士論文
兄部 隆明 市民活動における動機とモチベーション～ある市民活動団
体にみる活動の動向と盛衰～
坂倉 涼 自己知と一人称―身体知という側面からのアプローチ―
猿渡 彩乃 The Media and Scholarly Construction of the
“Primitiveness”of Hmong people in the United States
and the Formation of an Ethnic Identity
新山 拓 協力行動の進化過程に関する遺伝的アルゴリズムを用いた
シミュレーション分析
堀越 光惠 『武道伝来記』小考
水戸部亜希子 アイヌ語沙流方言における「hi」名詞句の用法
吉井 弘 ケット語の動詞人称接辞の用法について
２００７年度卒業論文
【行動科学科】
〈哲学講座〉
追崎 友 自己知における不可謬性と自己告知性について
大西 拓見 メルロ＝ポンティ―まなざしの現象学―
齋藤 宏樹 道徳に関する諸論の概観と『善と悪』（大庭健著）批判
坂田みほ子 技術の発達に相応な倫理の構築―着床前診断の例より―
佐竹 彬 居合道における武士道の必要性
俵 邦昭 私の同一性と記憶の謎
中村 拓司 古代アテネ民主制研究
長嶋健太郎 ある概念相対主義批判
１８１
比嘉 尚子 言語・イメージ・身体―mediumについての考察―
牧 洋祐 死刑囚における臓器移植について
〈心理学講座〉
飯塚 彩 帰属が選択後の満足度に与える影響の検討
伊藤 美幸 物体認知における色の効果
大槻 瞬 集団意思決定における発言傾向に影響する要因の検討
萱場 祐介 Flank transparencyにおいて空間属性の変化が及ぼす影響
河合 賢二 混合課題における認知的コストに影響を与える刺激要因・
反応要因の検討
斎藤まゆみ E―S理論と記憶の関係
高橋 典子 顔の認識と性差・認知スタイルとの関連
田沼 謙一 imagination inflation効果の実験室的検討
塚原 正 心理学的時間の過程に与える視覚刺激運動の影響
長田 未央 サービスの種類が顧客満足度と行動的意思に及ぼす影響～
人的サービスと施設のコアサービスからの検討～
野澤 愛子 開示者との今後の関係性が対人魅力に与える影響
Ha
＾
nt,ulie Oana Nicoleta Eyes interpretation, emotions and personality
across cultures
松浦 香織 レパートリー・グリッド・テストによる自己概念における
個人差の検討
松川 真弓 顔の記憶の検索過程に及ぼす先行課題特性の効果
村川 卓朗 旅行・宿泊サイトにおけるキャンセレーションの発生に天
候が与える影響と旅行者の属性について
森 綾美 眉メイクにおける印象変化の実験的検討
米澤 翔 自己の解釈レベルの違いにおける自己開示の受け手の精神
的負担感の研究
光田美由紀 脳波の非対称性と社会的認知能力の関連
澤山 正貴 Articulation背景が明るさ判断に及ぼす影響について
菅原 典明 解釈レベルの違いが及ぼす禁煙メッセージの影響
千葉大学 人文研究 第３８号
１８２
〈認知情報科学講座〉
遠藤 朋子 顔図形探索課題における表情の効果の検討
岡部麻由子 表情が発話内容の真意性評価に及ぼす効果―画像タイプ・
返答タイプによる違いについての検討―
小貫 隆史 群化における色相・明るさ・形・大きさ・空間位置情報の
加算的統合の検討
桑原明日香 ハトにおけるメタ記憶の検討
佐藤 仁奈 運動刺激をもちいたハトにおけるアモーダル補間の検討
杉山奈美枝 ハトにおける近接の要因、類同の要因の検討
田中 修 日本語閉鎖子音におけるランドマーク自動検出の試み
富田 将平 計量的文体論による現代小説のジャンル分類とライトノベ
ルの布置
中澤 恵理 ハトにおけるドットのカウンティング課題～ドット刺激と
比較刺激の対称性について～
西島 寛 ソーシャルリンクとソーシャルタグを用いた講義選択支援
システムの開発と評価
三輪 恭子 段落構造の違いが文章の記憶におよぼす影響
安田 雅治 時間概念形成における空間イメージの役割
山口千恵子 発話生成過程におけるジェスチャーの役割
渡辺 香織 ハトにおける合成顔画像のカテゴリー化―カリカチュア効
果の検討―
山下 翔 多重文脈自由言語における強ポンピング補題
國友さよこ 自己複雑性測定における測度の改定について
前川 耕平 会話における音声の同調傾向：遅延による影響の検討
〈社会学講座〉
上地 智子 ワークライフバランスは男性を長時間労働から救えるか
足立 智栄 「友だち」って何ですか？―大学生の光と影―
新井 彩香 家族という名の場所
稲田 将 きょうだい関係に見る家族バランス
歌野 俊介 病いという装い
１８３
遠藤 景子 現代演劇から読み解く社会
大屋れい子 「ことば」によるコミュニケーション―記号論「コード」「コ
ンテクスト」の観点からネット上コミュニケーション
岡部 元洋 麻雀の社会学～語りから見る麻雀の機能分析
木下 瑞穂 住まいと家族の社会学―家族のつながりと個をめぐって―
斉藤 勇喜 都市型団地の衰退とこれから
斉藤 雄太 未知のスポーツ アメリカンフットボール
進藤 仁美 寿に集まる若者の語りから考えるいきいきとした働き方
杉澤 俊之 大学生の「性」―浮気をする人の気持ちが知りたい―
高野 紫織 痩せ＝美の幻想―ダイエットする人、させる社会―
田中 友梨 「ボーイズラブ」におけるセクシュアリティの多様化への
挑戦―「閉じた異世界」の可能性
種倉 章仁 ナラティブ・コミュニティとしてのDV・モラルハラスメ
ントブログ
二宮 満美 日本映画の社会学～ジェンダーで読み解く映画と社会～
畠 朋香 ペットとの付き合い方～望ましい関係とは～
畑中美由紀 若者の性意識と性行動
藤根 理香 町工場のライフストーリー―仕事の語りの生成―
森安 星 ひとり 人間関係を軸に見た それぞれの「ひとり」観
横田 愛 地付住民と新来住民の関係
横田 早苗 男のおしゃれ
渡邊 眞生 老後の暮らし方～これからの可能性～
永坂 由香 「自己実現」の闇―ネオリベラリズムにおける新たな管理
手法
〈文化人類学講座〉
石黒 正之 千葉大学生の睡眠実態
岩崎未来人 義務教育における音楽の存在意義
金井 美沙 コミュニケーションツールとしてのたばこを考える
木村みのり 肉食・菜食への志向と台湾素食
田中 知子 出産における憑依するということ～身体観の変容過程から
千葉大学 人文研究 第３８号
１８４
みた身体技法～
【史学科】
由比 彰紀 日本人の中国意識
三輪 美子 藤田嗣治もう一つの世界―手仕事への愛着をもう一つのモ
チーフから考察する―
金内 真衣 ハギア・ソフィア大聖堂の上部構造について―ペンデン
ティヴを中心に―
井上 裕基 ２１世紀のアウトサイダー・アート
岩井 雄介 明治初期の「村」と新地開拓―安積郡を事例として―
斉藤 寛大 大量移民期（１９３６～１９４１）における満州農業移民―『鼎
時報』に見る長野県下伊那郡の満州移民過程―
檜山 孝典 「CSR」論の展望―１９７０年代の「起業の社会的責任」論を
再考して―
船木 耕平 ツーリズムの変遷に対する考察―近代イギリスにおけるナ
ショナルアイデンティティの形成―
青柳 寛 ４世紀後半のドナティスト教会とフィルムス・ギルドの
反乱―ドナティストの行動にみる党派性の論理―
安藤 慧 東北地方の「末期古墳」からみる古代北東北の様相―岩手
県山田町房の沢古墳群を中心に―
大関えりも 講演放送の変遷（１９３１年～１９４５年）―朝日新聞から―
岡田 恵理 二つの《荘厳の聖母》―１４世紀前半シエナ派の展開―
小沼 勇輝 赤川次郎小説―何故多くの人に支持されたのか、その人気
の考察―
小野寺 悠 １５世紀におけるフランドルとイタリアの文化交流―ハン
ス・メムリンクの絵画作品を中心として―
唐鎌ゆう子 近世後期における下総「子育て」―子育て奨励策と絵馬の
分析をとおして―
川上 瞬 織田政権の東国政策―諸領主との関係を中心に―
小林 武弘 グァテマラ高地における土器流通
近藤 祥子 中央アメリカ南部の形成期の再考―トロナドーラ・ビエハ
１８５
を中心として―
紺野佐和枝 古代日本における虎イメージの受容―「捨身飼虎」を通じ
て―
後藤 悠一 議会開設期における中江兆民の政治構想
佐伯真梨子 お岩像の流行とその受容―『東海道四谷怪談』の成立と影
響を中心に―
清水日出子 １８、１９世紀のイギリスにおける紅茶の流通―東インド会
社とトワイニングの相互関係から―
下崎 圭祐 満州事変と地方新聞―『北國新聞』、『北陸毎日新聞』を中
心に―
鈴木 郁美 清朝の八旗政策―雍正朝を中心に―
鈴木 千尋 妙心寺と熊野比丘尼―勧進の変容とその要因―
薗部 洵 官途統制からみる戦国期朝廷―常陸佐竹氏を中心に―
高田 和美 殷周青銅器における饕餮紋の変遷
高橋 一矢 仰韶文化期の刻符についての考察
畑 裕己 大正期元老の政治的影響力についての考察―宮中某重大事
件を中心に―
堀内 佳織 中国宋代における裁判の判決基準―『名公書判清明集』の
編纂意図について―
山下 智加 群馬県の馬具副葬古墳
山下 基 『日露戦争実記』から探るロシア像―戦争報道雑誌から探
る敵国ロシア―
山本 一真 千葉大学（西千葉地区）における大学紛争の展開
若山 太良 １９世紀前半における桐生絹織物の流通と買次商の動向
渡辺 晶子 コト八日伝承の形成と変容―一つ目小僧の考察を通じて―
渡辺 達三 三多摩東京府移管に関する政治的思惑
岩渕 真澄 「慰安婦」という歴史問題
三枝 三佳 小学簡易科が貧民教育に与えた影響
【日本文化学科】
増尾 友裕 昔話金石考―秦の富とミアレと矢と―
千葉大学 人文研究 第３８号
１８６
久保 篤子 助詞モについて
武田英里子 接続助詞「から」と「ので」について―丁寧さからの分析
を中心に―
石井 良美 J―POPにおける韻律現象
今井麻衣子 慈恵僧正良源の研究―良源像の本質に迫る―
海老原紗和子 秋田方言話者と県外移住者における言語体系の対照的研
究
大塚由美子 接客表現に関する意識と規範
岡田 晃 近代におけるあて字表記の研究―明治時代を中心にして―
小川 未来 時代劇の時代性―時代劇の「定義」をめぐって―
小川 玲 祭りを有名にする条件―本庄まつり情報発信に対する一提
案―
神永 大輔 尺八を吹く外国人―普遍化する過程―
川畑紗耶子 J―POPミュージック作品の作者たち
久保田直幸 日本語の推定表現について
小島麻由美 『源氏物語』宇治十帖の研究―霧、その表現の多様性を中
心に―
小林 希望 草双紙板面穿鑿
小松 暁子 『小栗判官』研究―繰り返す「再会」の意義―
鄒 暁依 外国人留学生の発表場面における言語行動
鈴木 綾 キャラが文化をつくるとき―仙台幸子にみる地域文化の構
築過程―
高橋 千草 「破戒」論―藤村の目指したもの―
田名部知里 捧げられる女
近村 和 宮沢賢治童話論―独自性・同時代性の考察―
張 叢慈 接触場面会話における意味交渉と回避について―意味交渉
の導火線である誘引を中心に
土屋 恵督 Ｊリーグの創る日本サッカー文化
寺平素美鈴 「小豆」考
殿村 麻子 アイヌ文学の女性像～ユカラに見られる女性登場人物のは
たらき～
１８７
中垣 慎司 日本語における述語省略について―新聞・ポータルサイト
の見出しを対象に―
橋爪 瑞希 変容する『大岡政談』―「越後傳吉」を中心に―
原 由香理 鳥と魂―弥生時代の鳥霊信仰と祭祀―
平原 慎也 泉鏡花「春昼」「春昼後刻」論―二つの愛の共存の可能性―
前川 侑香 老いて再び生を成す―通過儀礼を通して意識される老い―
目黒 陽子 敬語形式オ～ダの研究―「オ＋動詞連用形＋敬語以外の要
素」としての再認識―
勝木 毅 役割語について―不良キャラクターの言葉遣いを中心に―
山口 雄介 アムール川流域の口承文芸研究―ナーナイの「ムルグンと
プジンの説話」―
山口 祥幸 増殖する義士～実録体小説における義士伝の変容～
山中 里美 アムール・ツングース諸族の説話研究―ウデヘの説話にお
けるambaaについて―
芳野さやか 人称代名詞「おれ」の通時的研究
【国際言語文化学科】
熱海 景子 キルヒナーにみる「単純化」の変遷―連作「街頭風景」を
中心に
荒川 真紀 “I’m Australian！”: A Reading of Pastures of the Blue
Crane
池見 愛 アートの力―Friedl Dicker―Brandeisとテレジンの子ども
たち―
伊藤 佳菜 ３者間の接触場面におけるコミュニケーション問題―参
加者の役割調整を中心に―
遠藤 佳奈 日独語における色彩語を用いた慣用句の対照研究
WANG QIAN カンディンスキー―抽象絵画の成立
王 菲 Muslims in Britain: On Ken Loach’s Film Ae Fond Kiss
大杉 葉子 The Death of Robert Jordan and the Spanish Sense of
Death: On Ernest Hemingway’s For Whom the Bell
Tolls and Death in the Afternoon
千葉大学 人文研究 第３８号
１８８
大場 悠司 Reading Hip Hop: Its Rhetoric and Appeal
岡野 友美 歌謡曲とシャンソンにみる日本とフランスの情緒感覚
長部 剛 The Collapse of American Dreams, and Epiphany: A
Study of Raymond Carver
鎌塚 未奈 Japanese Anime in the United States
上笹 聖奈 ミシュレ『フランス革命史』のシャルロット・コルデ
河原井直之 中世スペインにおけるレコンキスタ―その解釈と影響につ
いて
金 英 『沈淪』からみる郁達夫と日本の関係
魏 麗 歴史認識―中・日・独における歴史教育及び歴史教科書の
比較
工藤 純 アレクサンドル・デュマ『三銃士』におけるヒーロー像の
分析
桑原 加苗 ジョゼフィン・ベーカーの活躍―１９２０年代のパリとジョ
ゼフィンの魅力
香西 進史 カフカ「変身」―自己否定の観点から
今野友可李 ナチス政権下の生活―ふつうの人々から見たナチズム
杉戸 祐子 An Analysis of Communication Problems in Lost in
Translation
高野 佑 Predicate―Nominal Relative Clauses in English
武田 有希 日本の国語教育における論理的思考力の育成―イギリスの
言語教育を視野に入れて
田中 昭洋 Why Did Ichiro Say“No”？: On No―No Boy
中村 涼太 モーツァルトのオペラ『フィガロの結婚』と宮廷社会につ
いて
中山 佳子 ムナのたとえ（ルカ福音書１９、１１―２７）
張替 真美 Basketball and Images of Blacks in the U.S. and Japan
平澤 典子 論理的思考を養うイギリスの言語教育―日本の国語教育を
視野に入れて
古澤菜穂子 スペインジプシーの住居問題にみる民族統合の課題
本多 沙羽 ドイツ、ホロコーストにみる学校教育の課題―未来につな
１８９
がる歴史教育
増田 夏奈 Across the Lines: A Reading of Amitav Ghosh’s The
Shadow Lines
松丸友貴枝 吉本ばななの小説世界―開かれたファンタジー
山 隼一 小中連携の英語語彙指導による語彙拡充―成田市立新山小
学校・中台中学校での実践をもとに
横田 智之 対抗文化の解毒―「ウッドストック」の効能
吉田裕美子 男女共同参画とバックラッシュ―千葉県の男女共同参画条
例をめぐる動きを例に
渡辺 朝美 Stanley Kubrick’s Screen Adaptation of Anthony
Burgess’s A Clockwork Orange
渡辺 麻理 アルフォンス・ミュシャの民族像
御園 沙貴 ラモン・サンペドロを愛した人々
村越 純子 白バラを支えた精神
斎藤 美里 英語から日本語への論理的思考力の転移―帰国子女たちの
日本語作文の論理展開を分析して
申 善美 「在日朝鮮人」と会う前に
服部香奈枝 『人間嫌い』―彼らはいかにして喜劇の人物になるのか
平野めぐみ イザベラ・バードの『日本奥地紀行』にみるバードの演出
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